
（申請者）
横浜市長

〒

045-316-4580（代表）電　話

法人の場合は、主たる事務所の
所在地、名称及び代表者の氏名

0床 0床 624床

結核病床 療養病床 一般病床

１　開設者の住所及び氏名

ヨコハマシリツシミンビョウイン

病院名 横浜市立市民病院

住　所

0床 26床 650床

　横浜市長

（注）開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には
法人の名称を記入すること。

氏　名

２　病院名

フリガナ

合計精神病床 感染症病床

３　所在地

４　病床数（使用許可病床数）

横浜市 神奈川区三ツ沢西町1-1

電話 ： （045）316-4580

地域医療支援病院業務報告書

住　所

氏　名

横浜市中区本町６-50-10

横浜市長　山中　竹春

申請者

日月年令和 6 10 3

　横浜市中区本町6-50-10

　 標記の件について、医療法第12条の２の規定に基づき、令和５年度の業務に関して報告します。

231-0005

〒 221-0855



人

室

　
室

冊程度 誌

）

【専用室の場合】 ㎡

【共用室の場合】 室と共有

（主な設備）
酸素ボンベ（共通）、吸引機、生体情報モニター（DMAT車除く）

 保有台数 （内訳： 救急車３台（うち１台はDMAT車）台3

医薬品情報管理室

（注）主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器等を記入すること。

病理解剖室

研究室

講義室

救急用又は患者
搬送用自動車

解剖鋸　切出台　デジタル計量器

（主な設備）
電子カルテ

蔵 所 数 2,900 雑　　　誌

8.75床 面 積

13000

　５　施設の構造設備

細菌検査室

図書室

施設名 施設概要

集中治療室

化学検査室

病理検査室

（主な設備）
治療用電動ベッド　治療用多目的チェアー　全自動血圧計

 （主な設備）

収容定員

室　　　数

50

恒温槽　生物顕微鏡　バイオハザードキャビネット
インキュベーター　遺伝子検出装置　自動同定感受性検査装置

システム顕微鏡　ミクロトーム　臓器撮影装置　病理検査システム　自動染色装
置　自動固定包埋装置　自動免疫染色装置

 （主な設備）

1

室　　　数 1

病床数 63
（主な設備）

床

 （主な設備）



  ②初診患者数

　地域医療支援病院紹介率及び地域医療支援病院逆紹介率

　１　紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

76.5%

17,080人

承認要件

 紹介率８０％を上回っている

 紹介率が６５％を超え、かつ、逆紹介率が４０％を超えること

 紹介率が５０％を超え、かつ、逆紹介率が７０％を超えること

35,841人

職種 人数 職種 人数 職種

　救急医療を提供する能力を有することを証する書類

　１　重症救急関患者の受入れに対応できる医療従事者の確保状況

紹介率
※患者数は延べ人数

102.2%

22,826人

逆紹介率
※患者数は延べ人数

  ⑦／②－（③＋④＋⑤）

  ⑦逆紹介患者数

  ①／②－（③＋④＋⑤）

2,056人

11,457人

0人
  ⑤健康診断を目的とする受診により、治療の
     必要性を認めて治療を開始した患者の数
     （初診に限る）

  ③地域公共団体又は医療機関に所属する
     救急自動車により搬入された患者の数
     （初診に限る）

  ④休日又は夜間に受診した救急患者の数
     （初診に限る）

  ①紹介患者数

医師 12人 歯科医師 0人 看護師

薬剤師 0人 臨床検査技師 0人 臨床工学技士

（注）一般病床以外の病床を含む場合は、病床区分ごとに記載すること。

人数

131人

0人

24床

24床

診療放射線技師 0人 保健師 0人 看護補助者 0人

（注）非常勤医師等、常勤換算で記載すること。

　２　重症救急患者のための病床の確保状況

　優先的に使用できる病床

　専用病床



※2023年４月１日時点の人口

9,025人

(5,941人)

12,398人

(6,653人)

救急用又は患者輸送自動車により搬入した救
急患者の数

上記以外の救急患者の数

（注）　特定の診療科において、重症救急患者の受入体制を確保する場合には、その旨を記載すること。
すでに、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）に基づき都道府県知事の救急病院の認
定を受けている病院、救急医療対策の設備事業について（昭和５２年７月６日付け医発第692号厚生省
医務局長通知）に基づき救急医療を実施している病院にあっては、その旨を記載すること。

　４　備考

救命救急センター

　５　救急医療の提供の実績【（１）又は（２）のどちらかを選択し記入すること】

　（１）救急患者数

　３　重症救急患者に必要な検査、治療を行うために必要な診療施設の概要

NICU

430.2㎡

156.2㎡

（主な設備）呼吸循環監視装置　光線療法器
　新生児用人工換気装置　酸素濃度測定装置
　超音波診断装置　血液ガス分析措置
　血液結球数CRP測定装置

   可　　　   否

施設名 設備概要床面積
２４時間使用

の可否

ＩＣＵ・CCU

（主な設備）救急蘇生装置　除細動器
　ペースメーカー　呼吸循環監視装置
　心電計　ポータブルX線撮影装置
　ポータブル型超音波診断装置
　気管支ファイバー　ビデオ喉頭鏡
　血液凝固測定装置（ACT、ROTEM）

   可　　　   否

　Ａ ： 救急用又は患者輸送用自動車により搬送した救急患者の数

　Ｂ ： 救急医療圏（２次医療圏）人口
※

　Ｃ ： Ａ／Ｂ×1,000＞２

21,423人

(12,594人)

※括弧内は、初診救急患者数

　（２）救急医療圏（２次医療圏）人口における救急搬送者数割合

合計



※別紙１ 参照

医療機器

コンピューター断層撮影装置（CT）

　１　共同利用の実績

　地域医療従事者による診療、研究又は研修のための利用（共同利用）のための体制が整備されている
ことを証する書類

　２　共同利用の施設・設備等

1,064施設

1,064施設

　共同利用を行った医療機関の延べ数

　そのうち開設者と直接関係のない医療機関の延べ数

1,016件

24床

　医療機器共同利用件数

　共同利用病床数

　共同利用に係る病床の病床利用率 92％

磁気共鳴コンピューター断層撮影装置（MRI）

陽電子診断装置（PET-CT） 直接撮影用エックス線装置

核医学診断装置（RI） 乳房撮影用エックス線装置

診療用高エネルギー放射線発生装置 骨密度測定装置

下肢静脈超音波装置 その他（ ）

ホルター心電図装置 消化管内視鏡検査装置

頸動脈超音波装置 心臓超音波装置

会議室・講義堂

（注）当該病院の建物の全部若しくは一部、設備、器機又は器具のうち、共同利用の対象とする予定のも
のを明記すること。

  無

手術室 病床 図書室

（注）承認要件－開設者と直接関係のない医療機関が現に共同利用を行っている全医療機関の５割
以上であること。

（注）当該病院と同一の２次医療圏に所在する医療機関のみ記入すること。

　　（注）共同利用に関する規定がある場合には、当該規定の写しを添付すること。

　３　共同利用の体制

　  　共同利用に関する規定の有無　   有

  ４　登録医療機関の名簿

 　　 地域医療支援病院開設者との経営上の関係
有

無

0施設

835施設



　地域医療従事者の資質の向上を図るための研修を行わせる能力を有することの証明

　１　研修内容（研修会等名称、研修内容、開催日、参加医療機関数）

　４　研修実施のための施設及び設備の概要

317.59㎡

施設名 床面積 設備概要

　２　研修の実績

別紙２ 参照

（注1）　研修には、当該病院以外の地域の医療従事者が含まれるものを記入すること。
（注2）　(2)には、前年度の研修生の実数を記入すること。

(1) 地域の医療従事者への実施回数

(2) (1)の研修参加者数

（主な設備）

管理棟　講堂

42.69㎡

診療棟３階:研修室２

（主な設備）
机:8台+1台
椅子:24脚+1脚
その他の備品:プロジェクター、ホワイトボード

（主な設備）
机:30台+1台
椅子:105脚+2脚
その他の備品:プロジェクター、ホワイトボード

（主な設備）
机:8台+1台
椅子:24脚+1脚
その他の備品:プロジェクター、ホワイトボード

診療棟　講堂 147.72㎡

特別会議室 26.99㎡

（主な設備）机:大型1台
椅子:10脚
ホワイトボード

53回

874人

　３　研修の体制

(1) 研修プログラムの有無

(2) 研修委員会設置の有無

   有

   有

   無

   無

座席約100人、マイク、スピーカー、演台、スクリーン、
LANポート(YCAN):2ポート（操作卓側）、LANポート(Web
会議):２ポート（中央）、LANポート(HIS):1ポート×２か所、
机:102台、椅子:306脚、その他の備品:プロジェクター

42.27㎡

診療棟３階:研修室１



　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法

　管理責任者（役職名）

（病院の管理及び運営に関する諸記録）
管理部　総務課長
（その他診療に関する諸記録）
医療情報部　医療情報課長

患者総合サポートセンター

（注）　「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法
の概略を記入すること。

保管場所

　管理担当者（役職名）

（病院の管理及び運営に関する諸記録）
管理部　総務課
（その他診療に関する諸記録）
医療情報部　医療情報課

共同利用の実績

地域の医療従事者の資質の向
上を図るための研修実績

閲覧実績

患者総合サポートセンター

患者総合サポートセンター

患者総合サポートセンター

　診療に関する諸記録
　 　　病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
　 　　手術記録、看護記録、検査所見記録、

エックス線写真、紹介状、退院した患者
に係る入院期間中の診療経過の要約

病院の管理及
び運営に関す

る諸記録

救急医療の提供実績

紹介患者に対する医療提供及び
他の病院又は診療所に対する患
者紹介の実績数を明らかにする
帳簿

１．病院日誌
　　総務課執務室
２．各科診療日誌（病棟日誌）
　　各病棟
３．その他診療に関する諸記録
　　電子媒体：サーバー（電子カルテシステム）
　　紙媒体：診療情報管理室、院外倉庫

管理部医事課



　診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　　閲覧責任者（役職名）
患者総合サポートセンター　担当課長
(病院日誌についてのみ）総務課長

　　閲覧担当者（役職名）
患者総合サポートセンター　地域連携係長、

(病院日誌についてのみ）総務課庶務担当係長

　　閲覧の求めに応じる場所
患者総合サポートセンター

（病院日誌についてのみ）総務課執務室内

　　前年度の総閲覧件数

0件

0件

0件

0件

0件

閲覧者別
地方公共団体

当該病院に患者を紹介し
ようとする

医師

歯科医師

その他

　委員会の開催の実績

（注）委員会の開催回数及び議論の概要については、前年度のものを記載すること。

委員会の回数 3回

委員会における議論の概要

１　７月12日　病診連携促進委員会（集合形式）
議論の概要
・委員長の選出
・事務局からの報告

「令和４年度地域連携実績」
「初診時紹介制及び初診時紹介予約制移行の状況について」

・各診療科からのお知らせ
「小児科のご紹介」（小児科）
「HIV感染症の進化と日常化」（感染症内科）

・医師会からの情報提供
・第２回部会に向けての意見交換
「ＩＣＴを活用した業務の効率化について」

２　９月13日　病診連携促進委員会（集合形式）
議論の概要
・ＩＣＴを活用した業務効率化検討部の趣旨説明
・議題　「ＩＣＴを活用した業務効率化にかかる当院の取組について」
・意見交換
ア 医療機関からの問い合わせ用Chatbotの導入
イ 新年のご挨拶のデジタル化

３　３月13日　病診連携促進委員会（集合形式）
議論の概要
・各診療科等からのお知らせ

「乳腺外科のご紹介」（乳腺外科）
「ロボット支援下手術について」（消化器外科）

・情報提供及び意見交換
「部会報告とその後の取組（患者総合サポートセンター）

・医師会からの情報提供



　患者相談件数 19,875件

患者相談の概要

（注）患者相談の概要については、相談内容を適切に分類して記載するとともに、相談に基づき講じた対策等
があれば併せて記載すること。また、個人が特定されないよう配慮すること。

患者総合サポートセンター
・受診受療援助
・入退院調整支援
・療養上の問題調整
・経済問題の調整
・制度活用に関すること
・心理・情緒的援助
・在宅療養調整に関する支援　など

がん相談支援センター
・がん診療に関する相談
・セカンドオピニオン外来受診相談　など

患者相談窓口
・診療に関する相談や意見
・職員の接遇に関すること
・患者サービス等に関すること　など

　相談窓口 患者サポート室 その他

　患者相談を行う場所

　患者相談の実績

「その他」記入欄

社会福祉士、看護師
がん相談支援センター専従相談員（緩和ケア認定看護師）
がん相談支援センター専従相談員（がん看護専門看護師）
患者相談窓口外来相談員　主として患者相談を行った者（対応者）

　（複数回答可）



有 無

　広報誌、ホームページ、地域医療機関訪問、メールマガジン

　３　退院調整部門

　退院調整部門の有無

情報発信の方法、内容等の概要

　 果たしている役割に関する情報発信の有無

　その他の地域医療支援病院に求められる取組みに関する書類（任意）

評価を行った機関名、評価を
受けた時期

　財団法人　日本医療機能評価機構　令和４年２月

　１　病院の機能に関する第三者による評価

　 病院の機能に関する第三者による評価の有無

（注）　医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価が
       あること。

有 無

　２　果たしている役割に関する情報発信

有 無

退院調整部門の概要

　患者総合サポートセンターにて、社会福祉士9名および看護師18
名が、患者さんとご家族、地域医療機関、訪問看護ステーション、
行政、その他関連機関との調整を行った。

地域連携クリティカルパスを普及さ
せるための取組

策定した地域連携クリティカルパス
の種類、内容

　大腿骨頚部骨折パス、脳卒中パス

　パートナー病院連携会議を開催し、講演、実績報告、意見交換な
どを行った。

　４　地域連携を促進するための取組み

　地域連携クリティカルパスの策定 有 無



横浜市立市民病院 共同利用制度運営要領

制定 平成 18 年 4 月 1 日 

改正 平成 27 年４月１日 

第１ 総則

１ 目的

 この要領は、横浜市立市民病院（以下「病院」という。）の施設又は医療設備を横浜市内（以

下「市内」という。）の医療従事者の診療、研究又は研修を目的とした利用（以下「共同利用制

度」という。）のために開放し、市内の医療機関との連携の推進及び市内の医療従事者の相互研

鑚を図ることを目的とする。

２ 共同利用制度

共同利用制度の内容は、次の４種類とする。

（１）紹介患者診療型共同利用

（２）医療機器利用型共同利用

（３）研究部門利用型共同利用

（４）研修会等参加型共同利用

３ 紹介患者診療型共同利用等を利用する医師等の遵守事項

紹介患者診療型共同利用、医療器械利用型共同利用を利用する登録医は、病院内においては

次の事項を遵守するものとする。

（１）利用に際しては、患者総合サポートセンターで受付を行う。

（２）第２の５により発行された登録医証を必ず着用する。

（３）病院内の諸規則を遵守する。

 ４ 報酬等

（１）共同利用制度を利用する登録医に対しては、その目的に鑑み報酬等は支給しない。

（２）共同利用制度の実施により生じた事故等については、別途協議のうえ対応する。

第２ 医療機関等の登録

１ 事前登録

共同利用制度は、研修会等参加型共同利用を除き、その利用にあたっては事前に登録をしな

ければならない。

 ２ 登録名

共同利用制度の利用登録名は、医療機関名又は保険薬局名をもって登録するものとする。

３ 登録の対象医療機関等

 共同利用制度において登録できる医療機関又は保険薬局（以下「医療機関等」という。）は、

原則として横浜市内に所在する医療機関等とする。
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４ 登録の申請

（１）共同利用制度の利用登録を行おうとする医療機関等は、「共同利用制度登録申請書」により

病院長に申請するものとする。

（２）申請の際、医師の登録については医師免許証の写しをあわせて提出するものとする。

（３）病院長は、申請内容を審査し利用登録を承認した場合は、「共同利用登録機関名簿」にその

登録機関の名称、所在地、共同利用制度を利用する医師の氏名等を登録するものとする。

５ 登録医証及び登録機関証の発行

（１）「共同利用制度登録機関名簿」に登録された医療機関の登録医に対しては、登録医証を発行

する。

（２）「共同利用制度登録医療機関名簿」に登録された医療機関等に対しては、登録機関証を発行

する。

６ 登録内容の変更

（１）「共同利用制度登録機関名簿」に登録された登録医等を追加するなどその内容を変更する場

合には、「共同利用制度変更登録申請書」によりその変更を行うものとする。

（２）変更申請がされた場合の処理については、申請時の場合の処理に準ずる。

７ 登録医証等の返還

登録の必要がなくなった医療機関等は、病院長に対しその旨申し出をし、登録医証及び登録

機関証を返還しなければならない。

８ 登録の取消

登録医等に医師としての品位を損するような行為等があったときは、病院長はその登録を取

り消すことができる。看護師、薬剤師その他の医療従事者において品位を損するような行為等

があったときも同様とする。

第３ 紹介患者診療型共同利用

１ 紹介患者診療型共同利用の内容

市内医療機関から紹介され入院した患者の診療について、かかりつけ医である登録医等と病

院内主治医とが共同して、随時当該患者の検査、処置又は指導を行うことにより、退院後のか

かりつけ医の円滑な診療につなげることを目的とした診療型の共同利用をいう。

２ 利用できる対象者

当該共同利用を利用できる医療従事者は、登録された医療機関の登録医等とする。

３ 共同利用のための専用病床

当該共同利用のための専用病床を確保する。



４ 事前調整

紹介入院となった患者に対して当該共同利用を行おうとする登録医等は、あらかじめ患者総合

サポートセンターに連絡し、病院内主治医と事前調整をしなければならない。

第４ 医療器械利用型共同利用

１ 医療器械利用型共同利用の内容

市内医療機関が検査目的で紹介する患者の検査について、かかりつけ医である登録医等と病

院内主治医とが病院内の医療器械を共同利用することにより、検査後のかかりつけ医の円滑な

診療につなげることを目的とした共同利用をいう。

２ 利用できる対象者

当該共同利用を利用できる医療従事者は、登録された医療機関の登録医等とする。

３ 対象医療器械

当該共同利用として利用できる医療器械は、別に定める。

４ 事前調整

検査目的で紹介した患者に対して当該共同利用を行おうとする登録医等は、あらかじめ患者

総合サポートセンターに連絡し、病院内主治医と事前調整しなければならない。

第５ 研究部門利用型共同利用

１ 研究部門利用型共同利用の内容

病院の研究部門の機能を登録医療機関等の医療従事者のために開放し、登録医療機関等の医

療従事者の研究活動を支援するとともに、必要によりその研究活動に対し互いに連携し、その

研究活動を進めるもので、市内医療従事者の資質向上を図るための共同利用をいう。

２ 利用できる対象者

当該共同利用を利用できる市内医療従事者は、登録された医療機関等に勤務する医師、看護

師、薬剤師その他の医療従事者とする。

３ 対象研究部門

当該共同利用のために利用できる共同部門は、図書室とする。

４ 利用時の手続等

（１）図書室の利用にあたっては、登録医証又は登録機関証を提示し、当該室所定の手続を行って

利用するものとする。

（２）図書室の利用については、個人情報以外の情報等に限るものとする。



第６ 研修会等参加型共同利用

１ 研修会等参加型共同利用の内容

病院が行う研修研究活動を市内の医療従事者に開放し、市内医療従事者とともに連携しなが

ら研修研究活動を進めるもので、市内医療従事者の資質向上を図るための共同利用をいう。

２ 利用できる対象者

当該共同利用を利用できる市内医療従事者は、市内の医療機関に勤務する医師、看護師、薬

剤師その他の医療従事者とする。

３ 対象研修会等

当該共同利用のために利用できる研修会等は、次のとおりとする。

（１）当院が主催する講演会又は研修会、その他これに類する研修研究活動

（２）病院各診療科が開催する各科症例検討会、研究会又はこれに類する研修研究活動

４ 利用時の手続

当該共同利用により開催される研修会等を利用しようとする市内医療従事者は、開催された

研修会等会場に備え付けの利用簿に必要事項を記入するものとする。

附則

（施行日）

１ この要領は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附則

１ この要領は、平成 27 年４月１日から施行する。 
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No. 開催日 研修名 概要 企画・講師
地域医療従事者

参加人数

1 5/26 第１回　感染管理地域連携研修会
新型コロナウイルス感染症-５類感染症への移行により何が変
わったか

市民病院　感染管理室 42

2 5/26 看護部公開研修（認知症看護①） 認知症、せん妄について病態や症状を理解し、適切なケアを学ぶ 市民病院　看護部 3

3 5/26 HIV治療中核拠点病院研修① 神奈川県医療従事者 エイズ・HIV診療研修会 市民病院　経営戦略課 55

4 5/31 薬物療法研修会1
配合変化：注射ルート管理における薬剤の配合変化の確認の重
要性や注意点

市民病院　薬剤部 15

5 6/21 看護部公開研修（がん患者の取り巻く環境）
エビデンス（科学的根拠）に基づいた症状マネジメントやがん看護
の最新
情報をしる

市民病院　看護部 1

6 6/26 地域研修委員会主催研修「めまいについて」
・中枢性めまいを見逃さないために
・耳鼻科的めまいの予防方法

市民病院　地域研修委員会 29

7 6/30 看護部公開研修（皮膚・排泄ケア） ストーマの基礎とストーマサイトマーキング 市民病院　看護部 1

8 7/19 地域研修委員会主催研修「脱水症について」

・脱水症の症状について
・脱水で病院に搬送するときの目安は？
・脱水症患者さんの対応ポイント
・脱水症にならない水分のとり方

市民病院　地域研修委員会 38

9 7/19 薬物療法研修会2 痙攣重積：てんかん重積状態における薬剤師の関わり方 市民病院　薬剤部 11

10 7/24 看護部公開研修（不整脈と心電図異常）
重症かつ急性期にある患者に対するタイムリーな観察とアセスメ
ント、適切なケアについて学ぶ

市民病院　看護部 1

11 7/26 看護部公開研修（糖尿病基礎） 糖尿病の基礎知識と応用力を養う 市民病院　看護部 1

12 7/27 看護部公開研修（疼痛薬剤情報と看護）
エビデンス（科学的根拠）に基づいた症状マネジメントやがん看護
の最新情報をしる

市民病院　看護部 2

13 7/28 第２回　感染管理地域連携研修会
横浜市立市民病院での結核対応の現状
グローバル化の中で一般診療所が出会う結核の診療

市民病院　感染管理室 19

14 8/30 薬物療法研修会3
敗血症：敗血症の概念や血行動態の理論を理解し、敗血症性
ショックの患者に適応できるようにする

市民病院　薬剤部  8

15 9/12 褥瘡ケア研修（基礎編） 褥瘡の原因、褥瘡の評価、褥瘡の治療・予防 市民病院　褥瘡ケアチーム  5

16 9/12 Collaboration Oncology Professionals in YOKOHAMA 
化学療法治療における事例共有、抗がん剤治療中に使える市販
薬

市民病院　薬剤部  59

17 9/15 看護部公開研修（急変対応）
重症かつ急性期にある患者に対するタイムリーな観察とアセスメ
ント、適切なケアについて学ぶ

市民病院　看護部  1

18 9/19 看護部公開研修（がん薬物療法の看護）
エビデンス（科学的根拠）に基づいた症状マネジメントやがん看護
の最新情報をしる

市民病院　看護部  5

19 9/21 人工呼吸管理研修①
在宅人工呼吸器管理のポイント
～在宅人工呼吸器導入支援／指導を通じて～

市民病院　臨床工学部  30

20 9/21 薬物療法研修会４
がん薬物療法における副作用対策と医療安全、オンコロジーエ
マージェンシーの理解

市民病院　薬剤部  5

21 9/29 看護部公開研修（認知症看護②） 認知症、せん妄について病態や症状を理解し、適切なケアを学ぶ 市民病院　看護部  3

22 10/6 HIV治療中核拠点病院研修② 第15回神奈川HIVフォーラム 市民病院　経営戦略課  55

23 10/19 薬物療法研修会５ 腸内細菌叢から体を考える、プロバイオティクスについて 市民病院　薬剤部  8

24 10/20 摂食嚥下地域連携研修会
摂食嚥下に関する基礎知識、食事場面の工夫（症例提示）、食形
態の工夫、食事介助のポイント、とろみの付け方のコツ 市民病院　患者総合サポートセンター  11

25 10/23 看護部公開研修（クリティカルケア） 人工呼吸器 、ＮＰＰＶ装着中の管理とケア 市民病院　看護部 3

26 10/25 看護部公開研修（糖尿病看護） 糖尿病の基礎知識と応用力を養う 市民病院　看護部 1

27 11/7 地域研修委員会主催研修「地域で診る認知症」
・認知症スケールのみかた、実施の工夫
・認知症の方と接するときのポイント、家族への支援

市民病院　地域研修委員会 54

28 11/8 看護部公開研修（がん看護） 市民病院のがん患者の相談窓口 市民病院　看護部 1

29 11/10 第３回　感染管理地域連携研修会 WHO手指衛生多角的戦略：導入してみて得られたこと 市民病院　感染管理室 35

令和5年度　横浜市立市民病院　研修実績
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No. 開催日 研修名 概要 企画・講師
地域医療従事者

参加人数

令和5年度　横浜市立市民病院　研修実績

30 11/13 HIV治療中核拠点病院研修③1日目
HIV感染者・エイズ患者の在宅医療・介護の環境整備事業『実地
研修』

市民病院　経営戦略課 5

31 11/17 HIV治療中核拠点病院研修③2日目
HIV感染者・エイズ患者の在宅医療・介護の環境整備事業『実地
研修』

市民病院　経営戦略課 5

32 11/15 褥瘡ケア研修（応用編）
形成外科からみた褥瘡治療について
皮膚を守る　褥瘡管理のためのスキンケア技術

市民病院　褥瘡ケアチーム 35

33 11/16 薬物療法研修会６ 漢方エキス製剤を上手に使うために薬剤師が知っておきたい方剤 市民病院　薬剤部 6

34 11/24 看護部公開研修（摂食嚥下看護） 摂食嚥下障害の評価と訓練 市民病院　看護部 1

35 11/30 医療と介護の連携のための研修 地域で支えるパーキンソン病 市民病院　患者総合サポートセンター 35

36 12/6 薬物療法研修会7 薬剤耐性菌AMR動向と薬剤師の関わり 市民病院　薬剤部 7

37 12/6 歯科口腔外科　外科的矯正治療勉強会 市民病院の額矯正手術 市民病院　歯科口腔外科 11

38 12/7 BLS研修① 一次救命処置 BLS について 蘇生教育部会 4

39 12/13 看護部公開研修（がん看護） 症状マネージメント（呼吸器症状） 市民病院　看護部 1

40 12/14 高齢者虐待対策研修 地域の視座からの高齢者虐待防止 市民病院　虐待対策研修会大人の安全を守る部会 40

41 12/15 HIV治療中核拠点病院研修④ 第78回エイズ診療症例研究会 市民病院　経営戦略課 25

42 1/10 薬物療法研修会8
薬物動態パラメータの理解と投与設計、高齢者の薬物動態の注
意点

市民病院　薬剤部 7

43 1/22 BLS研修② 一次救命処置 BLS について 蘇生教育部会 3

44 1/24 看護部公開研修（糖尿病看護） 糖尿病の基礎知識と応用力を養う 市民病院　看護部 1

45 1/26 児童虐待対策研修
児童相談所における頭部外傷症例への対応と、一時保護所につ
いて

市民病院　虐待対策研修会こどもの安全を守る部会 25

46 2/1 ＢＬＳ研修③ 一次救命処置 BLS について 蘇生教育部会 7

47 2/1 薬物療法研修会9
処方と検査値を読み取るための薬物動態の基礎知識１：体の大き
さ、腎機能評価による投与量について、TDMのポイントについて

市民病院　薬剤部 6

48 2/2 第４回　感染管理地域連携研修会
現場の「できない！」を「できた！」に変えよう
医療、ヘルスケアのナッジを考える

市民病院　感染管理室 59

49 2/21 看護部公開研修（がん看護） がん薬物療法の看護 市民病院　看護部 2

50 2/29 人工呼吸管理研修②
在宅人工呼吸・在宅酸素療法の災害対策
～在宅人工呼吸の災害時の備えについて解説します～

市民病院　臨床工学部 33

51 3/1 薬物療法研修会10
処方と検査値を読み取るための薬物動態の基礎知識２：腎機能・
肝機能評価による投与量について、ＰＫ／ＰＤ理論について

市民病院　薬剤部 4

52 3/15 看護部公開研修 エンドオブライフケア 市民病院　看護部 1

53 3/26 地域研修委員会主催研修「痛みからみる地域連携」
痛みについて
お役立ちツールを使用して地域と連携した 例
がん・非がんの 痛み

市民病院　地域研修委員会 49




